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事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

2
0
1
8
年
8
月
28
日
に
発
生
し
た

台
風
21
号
（
J
e
b
i
）
は
、
8
月
30
日

に
は
9
1
5

hPa
ま
で
発
達
し
、
風
速
54
ｍ

以
上
の
猛
烈
な
勢
力
を
も
つ
台
風
に
成

長
し
た
。
台
風
21
号
は
第
二
室
戸
台
風
に

近
い
経
路
を
と
り
、
徳
島
県
に
9
5
0

hPa

で
上
陸
、
そ
の
後
淡
路
島
、
神
戸
を
通
過

し
た
。
本
州
上
陸
時
に
9
5
0

hPa
で
あ
る

勢
力
の
強
い
台
風
は
、
1
9
9
3
年
以
来

25
年
ぶ
り
で
あ
る
。
台
風
21
号
は
、
上
陸

時
の
移
動
速
度
も
速
く
、
こ
の
た
め
近
畿

を
中
心
と
し
て
広
い
範
囲
に
、
近
年
に
な

い
強
風
・
沿
岸
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
特

に
大
阪
湾
で
は
、
大
阪
と
神
戸
の
検
潮
所

で
3
・
29
ｍ
お
よ
び
2
・
33
ｍ
を
記
録

し
（
大
阪
管
区
気
象
台
）
、
防
潮
堤
の
内

外
に
お
い
て
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

　

土
木
学
会
海
岸
工
学
委
員
会
で
は
、
沿

岸
部
の
高
潮
・
波
浪
被
害
に
対
し
て
、
調

査
団
を
発
足
し
た
。
本
報
告
は
、「
土
木

学
会
海
岸
工
学
委
員
会
2
0
1
8
年
台

風
21
号
J
e
b
i
に
よ
る
沿
岸
被
害
調

査
団
」
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。 

ハ
ザ
ー
ド
の
特
徴 

　

調
査
団
で
は
、
陸
上
に
残
さ
れ
た
痕
跡

を
も
と
に
、
平
均
海
面
か
ら
の
水
位
を
測

量
し
た
。
痕
跡
調
査
に
よ
る
最
大
水
位
の

分
布
は
図
1
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、
局

所
的
に
は
最
大
3
・
5
ｍ
前
後
の
高
潮

偏
差
、
最
大
6
m
を
上
回
る
高
潮
と
波

浪
に
よ
る
遡そ
じ
ょ
う上

・
越
波
が
観
測
さ
れ
た
。

淡
路
島
南
、
和
歌
山
港
付
近
で
4
ｍ
を
超

え
る
浸
水
高
を
記
録
し
た
。
大
阪
湾
奥
の

大
阪
港
で
3
・
5
～
4
・
0
ｍ
の
浸
水

高
を
記
録
し
た
。
波
浪
に
よ
る
影
響
を
加

え
る
と
最
大
5
ｍ
以
上
の
浸
水
高
を
記

録
し
た
。
西
宮
─
神
戸
で
2
・
0
～
3
・

0
m
ぐ
ら
い
の
浸
水
高
を
記
録
し
た
。
場

所
に
よ
っ
て
は
、
想
定
を
上
回
る
水
位
が
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岸
工
学
委
員
会
・
現
地
調
査
団

森 
信
人	

正
会
員
　
京
都
大
学 

防
災
研
究
所 

教
授
（
調
査
団
長
）

安
田 
誠
宏	

正
会
員
　
関
西
大
学 

環
境
都
市
工
学
部 

准
教
授
（
調
査
副
団
長
）

中
條 

壮
大	
正
会
員
　
大
阪
市
立
大
学 

工
学
部 

都
市
学
科 

講
師

片
岡 

智
哉	
正
会
員
　
東
京
理
科
大
学 

理
工
学
部 

土
木
工
学
科 

助
教

鈴
木 

高
二
朗	

正
会
員
　
港
湾
空
港
技
術
研
究
所 

海
洋
研
究
領
域 

耐
波
研
究
グ
ル
ー
プ
長

有
川 

太
郎	

正
会
員
　
中
央
大
学 

理
工
学
部 

都
市
環
境
学
科 

教
授

2
0
1
8
年
台
風
21
号

J
e
b
i
に
よ
る
沿
岸
災
害
調
査
報
告 

R
eport on C

oastal D
am

age due to T
yphoon J

ebi on S
eptem

ber 4
, 2

0
1

8
 

MORI Nobuhito
1969年岐阜生まれ。1996年岐阜大学大学
院博士課程修了。2011年東北地方太平洋
沖地震津波、2012年ハリケーンSandy、
2014年台風Haiyanフィリピン、2017年
カリブ海ハリケーンなどの調査を実施。

YASUDA Tomohiro
1973年神戸生まれ。2002年京都大学大学院
博士課程満期退学、同年博士号授与。2004年
インド洋大津波、2005年ハリケーンKatrina、
2007年サイクロンSidr、2011年東北地方太
平洋沖地震津波、2012年ハリケーンSandy、
2014年台風Haiyanなどの調査を実施。

NAKAJO Sota
1981年大阪生まれ。2010年大阪市立大学
大学院後期博士課程修了。2012年九州北
部豪雨、2012年台風16号の調査を実施。
2015年台風15号による高潮災害後の高潮
災害防止検討委員会委員を務める。

ARIKAWA Taro
1973年兵庫生まれ。2000年東京大学大
学院博士課程修了。2004年インド洋大津
波、2010年チリ地震津波、2014年台風
Haiyanフィリピン、2017年カリブ海ハリ
ケーンなどの調査を実施。著書：「どうする!?
巨大津波」（日本評論社）。

SUZUKI Kojiro
1968年福島生まれ。2013年東京大学大学
院博士（環境学）。1998年全国の消波ブロッ
ク被覆堤の被災調査、2008年ハリケーンア
イク等の調査を実施。

KATAOKA Tomoya
1983年三重生まれ。2015年豊橋技術科学
大学大学院博士課程修了。2018年西日本豪
雨の調査を実施。

海岸工学委員会・現地調査団



土木学会誌 Vol.103 No.12 December 201835

記
録
さ
れ
、
被
害
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

　

今
回
の
台
風
21
号
は
、
発
達
時
こ
そ
伊

勢
湾
台
風
と
よ
く
似
た
発
達
を
し
た
も

の
の
、
北
緯
20
度
以
北
で
は
過
去
の
3
台

風
と
比
較
す
る
と
早
い
段
階
で
勢
力
を

弱
め
始
め
て
い
る
（
図
2
）
。
北
緯
33
度

に
お
け
る
各
台
風
の
中
心
気
圧
を
比
較

す
る
と
、
室
戸
台
風
が
9
1
1

hPa
、
伊
勢

湾
台
風
が
9
2
7

hPa
、
第
二
室
戸
台
風
が

9
2
4

hPa
、
台
風
21
号
が
9
4
7

hPa
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
な
台
風
と
中
心

気
圧
で
比
較
す
る
と
、
今
回
の
台
風
21
号

は
既
往
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
よ

り
や
や
弱
い
。
し
か
し
、
大
阪
湾
を
通
過

し
た
際
の
中
心
気
圧
は
9
4
7

hPa
で
あ

り
、
1
9
5
1
年
以
後
は
室
戸
岬
付
近
を

通
過
し
た
台
風
の
な
か
で
同
程
度
以
上
の

勢
力
を
有
し
た
台
風
は
2
個
し
か
該
当
し

な
い
。
こ
の
た
め
、
非
常
に
強
い
ハ
ザ
ー

ド
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

　

台
風
21
号
に
よ
る
高
潮
・
波
浪
に
よ

る
災
害
は
、
ハ
ザ
ー
ド
と
し
て
の
台
風
・

高
潮
・
波
浪
の
特
性
、
都
市
部
の
浸
水
、

河
川
を
遡
上
し
た
海
水
に
よ
る
氾
濫
、
堤

外
地
等
の
港
湾
施
設
被
害
、
コ
ン
テ
ナ
等

の
漂
流
物
に
よ
る
被
害
が
顕
著
で
あ
っ

た
。
沿
岸
部
の
被
害
は
、
大
阪
湾
奥
を
中

心
と
し
て
、
徳
島
か
ら
和
歌
山
ま
で
広
範

囲
で
み
ら
れ
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の

項
目
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
被
害
に
つ
い

て
報
告
す
る
。 

都
市
部
の
浸
水
被
害 

　

今
回
の
台
風
に
よ
り
、
都
市
部
で
も

高
潮
・
高
波
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

た
。
特
に
、
人
工
島
や
埋
立
地
で
の
被

害
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
今
回
の
台
風
に

よ
る
高
潮
は
、
第
二
室
戸
台
風
に
基
づ

い
て
想
定
さ
れ
た
高
潮
水
位
を
超
え

た
た
め
、
堤
外
地
に
は
大
き
な
浸
水
被

害
を
も
た
ら
し
た
が
、
防
潮
対
策
の
高

さ
不
足
に
よ
る
市
街
地
へ
の
高
潮
の

越
流
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
護
岸
や
防
潮
堤

に
対
し
て
高
波
が
作
用
し
、
越
波
に
よ

る
浸
水
被
害
が
生
じ
た
例
は
多
く
み

ら
れ
た
。 

　

人
工
島
・
埋
立
地
の
市
街
地
で

の
浸
水
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
兵
庫
県

で
は
、
神
戸
市
中
央
区
の
東
川
崎
町
と

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
東
灘
区
の
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
と
深
江
浜
、
芦
屋
市
の
南

芦
屋
浜
、
西
宮
市
の
浜
甲
子
園
、
尼
崎

市
の
鳴
尾
浜
、
淡
路
島
洲
本
市
の
海
岸

通
と
小
路
谷
、
淡
路
市
の
塩
田
新
島
、

志
筑
新
島
、
生
穂
新
島
、
佐
野
新
島
で

あ
っ
た
。 

　

潮
芦
屋
ビ
ー
チ
に
お
い
て
、
約
10
基
の

コ
ン
テ
ナ
の
漂
着
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
階
段
護
岸
上
の
公
園
や
背
後
の

道
路
に
漂
流
物
が
散
乱
し
、
写
真
1
に
示

す
よ
う
に
住
宅
地
も
浸
水
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
護
岸
を
越
え
た
越
波
に
よ
る
浸

水
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後

は
、
高
潮
と
高
波
が
重
畳
し
た
場
合
の
越

波
量
の
推
算
に
基
づ
い
て
、
護
岸
の
天
端

高
を
見
直
す
こ
と
や
、
万
が
一
越
波
し
た

場
合
で
も
浸
水
被
害
を
軽
減
で
き
る
越

波
排
水
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
る
。 

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
に
伴
い
、

防
潮
ラ
イ
ン
の
外
側
、
い
わ
ゆ
る
堤
外
地

に
商
業
施
設
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
高
浜
岸
壁
は
高

潮
で
浸
水
し
、
そ
の
浸
水
深
は
0
・
55
ｍ

図1　�調査結果に基づく浸水高の空間分布（高潮偏差、高潮偏差＋波浪影響）�

図2　�台風の中心�
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で
あ
っ
た
。
し
か
し
、防
潮
ゲ
ー
ト
が
閉
め

ら
れ
た
た
め
に
、
東
川
崎
町
の
住
宅
地
へ

の
高
潮
の
浸
水
は
防
が
れ
た
が
、
排
水
が

追
い
つ
か
ず
に
、
内
水
氾
濫
に
よ
る
床
上

浸
水
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

河
川
の
氾
濫
被
害 

　

台
風
21
号
に
よ
る
高
潮
は
、
河
川
水
位

の
有
意
な
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。
加
え

て
、
台
風
通
過
に
伴
い
、
13
時
～
14
時
の

間
に
時
間
雨
量
50
㎜
以
上
の
雨
が
、
大
阪

府
か
ら
兵
庫
県
東
部
に
か
け
て
降
っ
た
。

こ
の
短
時
間
強
雨
が
、
河
川
水
位
の
上
昇

に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
六
甲

山
系
の
中
小
河
川
は
河
床
勾
配
が
急
な

た
め
、
流
出
時
間
が
短
く
、
短
時
間
強
雨

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。 

　

淀
川
に
か
か
る
淀
川
大
橋
で
は
高
潮

の
影
響
に
よ
り
21
㎝
堤
防
高
を
超
過
し

た
が
、
防
潮
扉
を
閉
め
て
都
市
部
へ
の
浸

水
を
防
止
し
た
。
六
甲
山
系
に
属
す
る
河

川
で
は
、
津
門
川
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超

過
し
、
宮
川
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）
と
高
橋

川
（
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
）
で
小
規
模

な
氾
濫
が
発
生
し
た
。 

　

台
風
21
号
に
よ
り
発
生
し
た
高
潮
の

河
川
遡
上
状
況
で
顕
著
だ
っ
た
の
は
淀

川
で
あ
る
。
最
も
河
口
に
近
い
福
島
観
測

所
で
は
、
14
時
40
分
に
T
．P
．プ
ラ
ス

3
・
95
ｍ
に
達
し
た
。
淀
川
大
橋
左
岸
で

の
痕
跡
水
位
は
T
．P
．プ
ラ
ス
4
・
60

ｍ
で
あ
っ
た
。
淀
川
大
橋
と
そ
の
下
流
の

阪
神
な
ん
ば
川
淀
川
橋
梁
、
伝
法
大
橋
で

は
、
防
潮
鉄
扉
（
陸
閘
）
が
閉
鎖
さ
れ
て

浸
水
が
回
避
さ
れ
た
。
淀
川
下
流
域
の
計

画
高
水
位
（
計
画
高
潮
位
）
は
T
．P
．プ

ラ
ス
3
・
90
ｍ
（
O
．P
．プ
ラ
ス
5
・
20

ｍ
）
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
高
潮
は
、
計

画
高
水
位
も
上
回
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
調

査
結
果
は
、
小
河
川
で
規
模
は
小
さ
い
も

の
の
、
洪
水
と
高
潮
が
同
時
期
に
生
起
し

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。 

　

兵
庫
県
宮
川
お
よ
び
高
橋
川
で
は
、
い

ず
れ
も
14
時
過
ぎ
に

河
川
水
位
が
護
岸
を

溢い
っ
す
い水
し
て
市
街
地
に

浸
水
被
害
を
も
た
ら

し
た
（
写
真
2
）
。
宮

川
で
は
河
口
か
ら

1
・
3
㎞
上
流
に
至

る
ま
で
痕
跡
高
が

T
．P
．プ
ラ
ス
3
・

3
m
～
プ
ラ
ス
3
・

9
ｍ
で
あ
り
、
河
口

部
が
0
・
6
ｍ
ほ
ど

高
い
。
西
宮
に
お
け
る
潮
位
は
T
．P
．プ

ラ
ス
3
・
24
ｍ
で
あ
り
、
観
測
潮
位
と
も

お
お
む
ね
一
致
す
る
こ
と
か
ら
高
潮
の

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

港
湾
被
害 

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
東
側
で
は
、
浸
水
深

約
2
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
高
潮
と
波
浪
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
多
数
の
コ
ン
テ
ナ

が
漂
流
し
た
ほ
か
、
電
源
設
備
が
浸
水
し

た
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

等
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
写
真
3
は

コ
ン
テ
ナ
の
漂
流
状
況
で
あ
り
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
り
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
潮

に
よ
る
流
れ
で
コ
ン
テ
ナ
が
漂
流
し
、
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
外
周
の
フ
ェ
ン
ス

ま
で
流
さ
れ
て
集
積
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
自
動
車
の
被
害
は
、
高
潮
で
流

さ
れ
た
ほ
か
、
波
に
よ
っ
て
も
ち
上
げ
ら

れ
て
積
み
重
な
り
、
被
害
が
拡
大
し
た
。

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
東
側
は
地
盤
が
全
体

に
低
く
、
浸
水
範
囲
が
広
か
っ
た
。
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
西
側
は
、
東
側
と
比
較
す
る

と
浸
水
深
が
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
浸
水

深
は
約
1
～
1
・
5
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
電
源
施
設
が
高

潮
に
よ
っ
て
浸
水
し
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
等
の
設
備
が
稼
働
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
た
。 

　

西
宮
地
区
で
は
横
引
き
ゲ
ー
ト
式
の 写真2　�高橋川深江橋付近の氾濫状況（近隣住民より提供）

写真1　�芦屋市涼風町における越波浸水
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陸
閘
が
変
形
し
、
堤
内
地
へ
の
海
水
の
侵

入
が
認
め
ら
れ
た
が
、
前
浜
地
区
で
は
海

岸
堤
防
が
防
護
機
能
を
発
揮
し
、
堤
内
の

住
宅
地
の
浸
水
を
防
い
だ
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
（
写
真
4
）
。 

漂
流
物 

　

大
型
船
舶
、
コ
ン
テ
ナ
、
自
動
車
な
ど

が
漂
流
し
、
関
西
国
際
空
港
の
連
絡
橋
へ

の
衝
突
や
湾
奥
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

を
増
幅
し
た
こ
と
が
、
台
風
21
号
に
お
け

る
象
徴
的
な
被
害
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
漂
流
物
に
よ
る
被
害
を
理
解
す

る
た
め
に
、
漂
流
物
に
よ
る
被
害
の
特
性

に
つ
い
て
整
理
し
た
。
主
と
し
て
、
大
型

船
舶
に
よ
る
被
害
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に

お
け
る
被
害
、
コ
ン
テ
ナ
・
車
両
等
の
陸

上
散
乱
被
害
、
そ
し
て
、
沿
岸
部
に
お
け

る
漂
流
物
の
漂
着
に
よ
る
被
害
の
四
つ

に
分
類
さ
れ
る
。 

　

大
型
船
舶
に
よ
る
被
害
は
、
関
西
国
際

空
港
連
絡
橋
へ
の
衝
突
等
、
大
規
模
な
被

害
の
要
因
と
し
て
み
ら
れ
た
。
全
体
的
な

被
害
は
湾
奥
に
あ
り
、
高
潮
が
押
し
寄
せ

た
北
東
に
向
か
っ
て
大
型
船
舶
が
動
か

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
被

害
は
、
交
通
網
の
乱
れ
な
ど
を
誘
発
し
、

結
果
、
大
き
な
経
済
損
失
を
伴
う
た
め
、

そ
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
お
い
て
は
、
桟

橋
が
流
さ
れ
る
も
し
く
は
、
桟
橋
と
と
も

に
、
ヨ
ッ
ト
が
流
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が

生
じ
た
。 

　

上
記
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
陸
上
、
海

上
由
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
、
湾
全
体

の
沿
岸
部
に
漂
着
し
た
。
調
査
の
結
果
、

ゴ
ミ
は
、
湾
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
も
の

の
、
コ
ン
テ
ナ
等
の
あ
る
程
度
大
き
い
も

の
は
湾
奥
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、

高
潮
の
流
れ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
流
木
に
つ
い
て

は
、
大
阪
湾
の
西
側
に
多
く
漂
着
し
て
い

た
。
今
回
の
台
風
経
路
か
ら
東
側
か
ら
吹

く
風
が
強
く
、
波
浪
の
影
響
が
大
き
な
場

所
に
、
流
木
が
流
れ
着
い
た
と
も
考
え
ら

れ
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
特
性
に
つ
い
て
よ

り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
と
め 

　

2
0
1
8
年
台
風
21
号
は
、

1
9
6
1
年
の
第
二
室
戸
台
風

以
来
の
わ
が
国
の
3
大
湾
に
お

い
て
起
こ
っ
た
大
き
な
高
潮
イ

ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
大
阪
湾
の

高
潮
対
策
は
、
1
9
5
9
年
伊

勢
湾
台
風
お
よ
び
第
二
室
戸
台

風
を
想
定
さ
れ
て
検
討
さ
れ
て

い
る
。
台
風
21
号
に
よ
る
高
潮

は
第
二
室
戸
台
風
級
で
あ
り
、
事
前
想
定

と
事
前
対
策
お
よ
び
被
災
の
特
徴
に
つ

い
て
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

　

本
報
告
は
、
発
災
後
1
ヶ
月
間
に
得
ら

れ
た
知
見
を
速
報
と
し
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
海
岸
工
学
委
員
会
で
は
、
台

風
21
号
に
よ
る
高
潮
、
波
浪
、
浸
水
、
ま

た
堤
内
外
地
の
被
害
の
実
態
や
原
因
を

究
明
し
、
今
後
の
対
策
に
生
か
す
よ
う
な

見
解
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
本

調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
土
木
学
会
関
西

支
部
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、

和
歌
山
県
の
関
係
各
位
に
は
、
現
地
調
査

実
施
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
資
料

等
の
提
供
で
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に

記
し
て
謝
意
を
表
す
。
最
後
に
、
本
災
害

で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
犠
牲
者
の
方
々
に

深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
。 
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